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別 紙 

会 議 の 経 過 
平成３０年９月５日（水） 

午 前 ９時３０分 開議  

 

◎ 開会・開議の宣言 

○議長（泉 敏夫君） それでは、皆さん、おはようございます。 

 きょうは台風一過が過ぎ去り、爽やかな１日、議会日和となりました。被害を受けられました方

につきましては、お見舞いを申し上げたいと思います。 

 それでは、すみません。座って失礼します。 

 ９月の定例会が招集となりました。本定例会は平成３０年度一般会計補正予算をはじめ、条例改

正や平成２９年度歳入歳出決算認定など、重要な案件を審議する議会であります。 

 議員の皆様におかれましては、議会運営につきまして特段のご協力を賜りますようお願い申し上

げ、開会の挨拶といたします。 

 まず初めに、町長より招集の挨拶を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 皆さん、おはようございます。 

 平成３０年第３回伊根町議会定例会の招集に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 ことしの夏は大阪北部地震に始まり、たび重なる台風の襲来、記録的な西日本集中豪雨、またこ

れも記録的な猛暑と大変でございました。また、昨日も台風２１号の襲来を受けたところでござい

ます。被害状況は、ただいま地域整備課のほうで調査をしております。そうではありますが、今の

ところ被害というほどのものはないように聞いております。 

 ７月豪雨では本町も国道１７８号線の土砂災害により、数日間陸の孤島となってしまいました。

しかしながら、町内には他の市町に比べてそんな大規模な災害や人的被害はなく、不幸中の幸いで

あったかなと思っております。 

 しかし、ことしも日本列島いたるところに、災害の大きな爪跡が残ったところでございます。天

災は忘れたころにやってくるなどとよく申しますが、今や忘れる間もなしに、毎年毎年大きな災害

が起きております。我々もそれらの災害の一つ一つを、１例１例を他山の石として、このまちの安

全・安心のため、もしもの備えに注力するものでございます。 

 さて、我々が、首長の私も議員の皆さんも、平成２６年に町民の皆様方から負託をいただき、町

政を担わせていただきましてから、本任期における最終の定例会となったわけでございます。私ど

もこの４年間、第５次総合計画のもと「ひとが活き生き」を大看板に据え、また「ないものねだり

はしない。我がまちに持てるものを最大限に活用する、最大限に生かす」これを行政運営のモット

ーとし、伊根町民の最大多数の最大幸福、伊根町振興発展のために、尽力してまいりました。そし

て、それなりの成果は上がったと思います。主観的また漠然とした雰囲気ではなく、具体の施設で

あり、具体の数字が示していると自負をするところでございます。こうした施策、取り組みができ

ましたのも、町民の皆様、議員の皆様のご理解とご支援、ご協力、そして職員の奮闘の賜物と心よ

り感謝を申し上げます。 

 さて、本定例会にご提案を申し上げますのは、平成２９年度歳入歳出決算認定、平成３０年度補

正予算が５件、条例の制定が１件、一部改正が１件、人事案件を含むその他が５件でございます。

議案等の内容につきましては、提案理由によりご説明申し上げますので、何とぞご審議の上、ご可

決賜りますようよろしくお願いを申し上げ、本定例会開会の挨拶といたします。 

○議長（泉 敏夫君） ただいまの出席議員は全員です。 

 ただいまから平成３０年第３回伊根町議会定例会を開催し、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

◎ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（泉 敏夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
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 本日の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定によって、議長において 

           ４番、松 山 義 宗 議員 

           ８番、上 辻   亨 議員を指名します。 

 以上の両議員に差し支えのある場合は、次の号数の議席の議員にお願いします。 

 

◎ 日程第２ 会期の決定 

○議長（泉 敏夫君） 日程第２、会期決定の件を議題とします。 

 去る８月２９日の議会運営委員会で協議の結果、今期定例会の会期は本日から９月２０日までの

１６日間ということで決定いただきました。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から９月２０日までの１６日間にしたいと思います

が、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から９月２０日までの

１６日間で決定しました。 

 なお、会期中の会議予定については、お手元に配付の会期及び審議予定のとおりであります。 

 

◎ 日程第３ 諸般の報告 

○議長（泉 敏夫君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 要望書及び陳情書は、お手元に配付のとおりであります。 

 次に、諸会議等への議員が出席された状況は、公務報告のとおりであります。 

 監査委員から報告のあった例月出納検査結果については、事務局で保管しておりますので、必要

な方は閲覧ください。 

 次に、私のほうから府政懇談会に出席しましたので報告をいたします。 

 ８月２８日、京都府知事、西脇知事の挨拶で始まり、まず初登庁で職員に、現場主義の徹底、前

例にとらわれないこと、連携にこだわることを指示したと。また、今年度末で期限を迎える「明日

の京都」というのを今度新しく、来年の秋には新しいものを考えていきたいと言っておられました。 

 また、議長会とは政策分野、有意義な意見交換をし、さらに連携を深めていきたいということを

知事さんは言っておられました。その中で、５町は要望事項を発言しました。伊根町におきまして

は昨年報告しましたので、今年は文書質問事項ということで、国道１７８号線の強靭化についてを

要望として上げております。 

 次に、和田副議長から宮津与謝環境組合臨時会について等を報告をお願いします。１番、和田義

清議員。 

○１番（和田義清君） おはようございます。 

 それでは、私のほうからまず最初に宮津与謝環境組合臨時議会について報告させていただきます。 

 平成３０年７月２６日１３時３０分より与謝野町岩滝庁舎にて、第３回宮津与謝環境組合議会の

臨時議会が開催されました。主な議題は、議長選挙でございます。議長には引き続き宮津市議の安

達市議が選出されました。議長選出に関しましては、議長は宮津市から、副議長は与謝野町から、

監査は伊根町からという平成２５年に１市２町での取り決めに基づき、全員賛成で可決されたもの

でございます。 

 なお、組合議会終了後には引き続き全協にて、７月５日から７日の豪雨による工事現場の被災状

況を資料に基づいて説明を受けました。 

 なお、７月５日から７日の施設周辺地域の累加雨量は４００ミリから４７０ミリであり、これは

昨年９月の台風１８号の２倍から３倍に相当する雨量とのことでありました。 

 主な被災は、周辺の山から施設内への土砂の流入による用水路の閉塞、ごみピットへの濁水流入

であり、土嚢設置とポンプでの濁水吸入で応急対応をしております。 

 工事の進捗状況は６月末出来高で１３％であり、進捗率は若干落ちてはおりますが、工事の全体

スケジュールには影響なしとのことであります。全協終了後、復旧した現地へ視察に行き、散会と

なりました。 
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 なお、最新の工事進捗状況はホームページにて随時更新されておりますので、詳細を確認したい

方はご確認いただければと思います。 

 続きまして、平成３０年８月４日に行われました京都地方税機構の全協及び議会について、ご報

告させていただきます。 

 平成３０年８月４日１３時３０分よりルビノ京都堀川にて、京都地方税機構全協及び議会が開催

されました。議案１号から４号まで、賛成多数にて可決及び承認されました。議案内容は条例の一

部改正、一般会計の歳入歳出決算の認定、副広域連合長および監査委員の選任同意であります。一

般質問は綾部市の高倉市議、宇治市の山崎市議、長岡京市の小原市議、京都府の光永府議が登壇さ

れ、おのおの町税について質問されました。京都税機構は業務開始から８年目を迎え、未納が大幅

に減少し、発足以来最高の収入率を達成しており、平成２９年度におきましては、１７１億の移管

額に対し９１億４，０００万を収納し、収納率は２．３％上昇しております。 

 また、平成２９年から自動車関係税申告受付センターを開設し、受付やデータ化を一元的に実施

したことで、納税者の利便性向上と課税事務の効率化が図られました。 

 以上、簡単ではございますが、京都税機構の報告とさせていただきます。 

 報告は以上でございます。 

○議長（泉 敏夫君） 次に、上辻総務委員長から総務委員会及び宮津与謝消防組合臨時会につい

てを報告をお願いします。８番、上辻亨議員。 

○８番（上辻 亨君） それでは、総務委員会の報告をいたします。 

 ６月１３日、複式学級について本庄、伊根小学校のＰＴＡの方々との意見をまとめる作業をし、

散会といたしました。 

 ６月２２日、複式学級の意見を調査報告書として教育長に提出することを決め、散会といたしま

した。 

 ８月２２日、複式学級の調査報告書をもとに、教育長をはじめ教育委員の方々と協議、また意見

交換をし、散会といたしました。 

 次に、宮津与謝消防組合臨時議会の報告をいたします。 

 ８月２３日、第３回宮津与謝消防組合議会臨時会が招集されました。議案については議長選挙が

行われ、新たに宮津市議会の德本良孝氏が議長となりました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（泉 敏夫君） 最後に、松山産業建設委員長から産業建設委員会についてを報告をお願い

します。４番、松山義宗議員。 

○４番（松山義宗君） 去る７月３０日１０時からほっと館にて、産業建設委員会を開催いたしま

した。内容は平成２９年度猿捕獲について、平成３０年度猿調査にかかわるＩＣＴ技術実証事業の

進捗状況について、地域整備課との勉強会及び意見交換会を実施いたしました。 

 あわせて、第三セクターの経営状況について企画観光課より説明を受け、意見交換会を実施いた

しました。 

 猿調査員として地域おこし協力隊の活用を検討する必要がある、猿調査、捕獲に関しては丹後広

域での取り組みが必要であり、また発信機をつけていない猿群の対処や今後予想される熊対策につ

いても、積極的に取り組んでいただきたいとの意見が委員からございました。 

 第三セクターの運営については、売り上げがあって収益もあると。しかしながら、配当がないと

いうこと。それから、地域住民の還元がないことなどが意見としてありました。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） 以上で諸般の報告を終わります。 

 

◎ 日程第４ 議案第１４号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第４、行政報告を行います。 

 町長から行政報告の申し出がありました。平成２９年度伊根町財政健全化判断比率の報告につい

て、平成２９年度伊根町公営企業会計資金不足比率報告について及び町長、町議会議員の一般選挙

の日程についてをお願いします。鍵課長。 
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○総務課長（鍵 良平君） 平成２９年度伊根町財政健全化判断比率の報告、平成２９年度伊根町

公営企業会計資金不足比率報告及び町長、町議会議員の一般選挙の日程について説明（担当課長説

明記載省略） 

○議長（泉 敏夫君） 次に、坂中代表監査委員から審査意見の報告をお願いします。坂中代表監

査委員。 

○代表監査委員（坂中宗一郎君） それでは、財政の健全化、経営の健全化に関する審査報告をさ

せていただきます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、監査委員の審査に付されました平成２９年

度伊根町一般会計及び対象となる特別会計に係る実質赤字、連結実質赤字、実質公債費、将来負担、

資金不足の比率等について、本年８月２３日に審査を実施しましたので報告をいたします。 

 それでは、審査意見に基づいて監査委員の審査報告を行います。 

 初めに、財政健全化審査につきましては、町長から提出されました健全化判断比率及びその算定

の基礎となる事業を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼に審査を行いました。審

査の結果としまして、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも

適正に作成されているものと認めました。 

 実質赤字比率は、早期健全化基準１５％に対して赤字はございません。 

 連結実質赤字比率も、早期健全化基準２０％に対して赤字はございません。 

 実質公債費比率は６．１％であり、早期健全化基準２５％を下回っております。 

 将来負担比率は、早期健全化基準３５０％に対して将来負担比率はございません。 

 是正改善を要する事項としましては、特に指摘事項はございません。 

 次に、経営健全化審査につきまして、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書

類が適正に作成されているかどうかを主眼に審査を行いました。審査の結果としまして、資金不足

比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認め

ました。 

 簡易水道特別会計、下水道事業特別会計の２事業とも資金不足はなく、良好な状態と認めます。 

 是正改善を要する事項としましては、特に指摘事項はございません。 

 以上をもって財政の健全化及び経営の健全化に関する審査報告といたします。 

○議長（泉 敏夫君） 平成２９年度伊根町財政健全化判断比率の報告について、平成２９年度伊

根町公営企業会計資金不足比率の報告について及び町長、町議会議員の一般選挙の日程についての

報告を終わります。 

 

◎ 日程第５ 議案第４３号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第５、議案第４３号 平成２９年度伊根町歳入歳出決算認定について

を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第４３号 平成２９年度伊根町歳入歳出決算認定についてでございま

す。 

 一般会計及び７特別会計の歳入歳出決算について、地方自治法第２３３条第３項の規定により、

別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付すものでございます。 

 平成２９年度は居住希望者の地域への定住化を図るため、定住促進化住宅大原団地を建設したほ

か、保育料の低料金化、小中学校の教育費や高校生以下の医療費の実質無償化など、切れ目のない

子育て支援に加え、次代を担う人材の育成を図るため奨学基金を設置いたしました。観光関連事業

では増加する観光客に対応するため、舟屋の里公園トイレ棟を新築したほか、旧役場書庫を改修し、

観光案内所を整備いたしました。 

 また、台風第１８号、２１号など相次ぐ台風の接近、上陸により、本町は大きな被害をこうむり

ました。被災箇所の早期復旧を進めたほか、地域再建被災者住宅等支援事業補助金、また漁業者に

対しましては漁業災害復旧支援補助金を創設するなど、被災者の支援に努めたところでございます。 

 自主財源が乏しい本町において、大型建設事業や災害復旧事業の実施に当たっては、基金の活用、
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町債の発行は避けて通れない状況でございます。普通交付税においても、算定人数や単位費用の減

少、特別枠の縮小により減額となっており、引き続き堅実な財政運営が求められております。大変

先行きが不透明な情勢が続く中ではありますが、町民の皆様のニーズを的確に捉え、地域の活性化

へ向けてさらに努力する所存でございます。 

 それでは、お手元の平成２９年度歳入歳出決算書の決算総括表をごらんください。 

 金額は千円未満を省略して報告いたしますので、ご了承願います。 

 一般会計では、収入済額３６億５，５００万７，０００円、支出済額３３億４，２６０万

８，０００円、差引残額３億１，２３９万８，０００円、うち明許繰越額１億３，４４４万

６，０００円。 

 国民健康保険特別会計事業勘定では、収入済額３億５，７５０万２，０００円、支出済額３億

５，６９４万９，０００円、差引残額５５万２，０００円。 

 伊根診療所勘定では、収入済額９，３５５万２，０００円、支出済額８，９２９万５，０００円、

差引残額４２５万６，０００円。 

 本庄診療所勘定では、収入済額５，９２９万３，０００円、支出済額５，９１７万５，０００円、

差引残額１１万７，０００円でございます。 

 簡易水道特別会計では、収入済額１億５３９万４，０００円、支出済額１億５２６万円、差引残

額１３万３，０００円でございます。 

 下水道事業特別会計では、収入済額１億５２２万９，０００円、支出済額１億５１９万

３，０００円、差引残額３万６，０００円でございます。 

 財産区特別会計では、収入済額１２７万８，０００円、支出済額も同額で、差引残額なしでござ

います。 

 介護保険特別会計保険事業勘定では、収入済額４億１，２８７万７，０００円、支出済額３億

９，８０５万４，０００円、差引残額１，４８２万３，０００円でございます。 

 介護サービス事業勘定では、収入済額３５２万８，０００円、支出済額６３万１，０００円、差

引残額２８９万７，０００円でございます。 

 訪問看護事業特別会計では、収入済額２，２７７万５，０００円、支出済額１，９７８万円、差

引残額２９９万５，０００円でございます。 

 後期高齢者医療特別会計では、収入済額３，６６９万５，０００円、支出済額３，６６１万

６，０００円、差引残額７万９，０００円でございます。 

 以上、一般会計及び７特別会計決算について提案説明といたします。 

 なお、６日の全員協議会にて、各担当課長等より決算付属書により事業の結果、効果等について

ご説明申し上げますので、ご審議の上、認定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（泉 敏夫君） 坂中代表監査委員より平成２９年度伊根町歳入歳出決算審査報告をお願い

します。坂中代表監査委員。 

○代表監査委員（坂中宗一郎君） それでは、しばらくの間時間をいただきまして、これより審査

意見書に基づき、決算審査報告をさせていただきます。 

 平成２９年度伊根町一般会計及び各特別会計の決算審査につきまして、地方自治法第２３３条第

２項、同法第２４１条第５項の規定に基づき、決算及び基金の運用状況について審査をしましたの

で、その結果に基づき監査委員としての意見を申し上げます。 

 なお、既に皆さんのお手元に審査意見書が配付されておりますので、この意見書を基本に申し述

べます。 

 １、審査を行った日は、平成３０年７月１２日を初日に８日間行い、８月２９日に町長に審査意

見書を提出いたしました。 

 ２、審査の対象でありますが、平成２９年度伊根町一般会計及び各特別会計歳入歳出決算並びに

各種基金の管理運用状況などであります。 

 ３、審査の方法でありますが、審査に当たりましては、一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書

及び決算付属書に基づき、その計数が正確であるか、予算の執行が適正に行われているか、財務に

関する事務が法令に準拠して処理されているかなどの点について、審査を行いました。 
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 ４、審査の結果でありますが、審査に付された一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書はいずれ

も関係法令等に準拠して作成されており、計数はそれぞれの関係諸帳票及び資料と照合しました結

果、誤りがないものと認められました。 

 また、基金の運用状況は、その設置目的に沿って適正に運用され、計数は正確であると認めまし

た。 

 ５、総括概要でありますが、一般会計、特別会計の全会計を通じての歳入決算額は４８億

５，３１８万４，０００円で、前年度に比べ１．９％の微増となっており、予算現額に対する収入

率は８９．２％でありました。 

 歳出決算額は４５億１，４８４万３，０００円で、前年度に比べ０．２％の微増となっており、

予算現額に対する執行率は８３．０％でありました。 

 歳入決算額から歳出決算額を差し引いた形式収支は３億３，８２９万円となっておりますが、こ

の中には事業費の一部を繰り越したことに伴い、その財源として翌年度へ繰り越すべき１億

３，４４４万６，０００円が含まれておりますので、実質収支はこれを差し引いた２億３８４万

４，０００円でございます。 

 限られた財源を重点的に配分し、効率的で迅速な事務執行により各会計とも黒字の決算で、翌年

度に引き継ぐことができたと考えます。 

 次に、６、各特別会計の審査の概要でありますが、第１、一般会計、（１）財政収支の状況であ

りますが、平成２９年度における一般会計決算額は歳入総額３６億５，５００万７，０００円、前

年対比１億１，４０４万２，０００円の増、歳出総額３３億４，２６０万８，０００円、前年対比

３，８３４万円の増で、３億１，２３９万８，０００円の黒字決算でありますが、翌年度に繰り越

すべき財源１億３，４４４万６，０００円を差し引くと、実質収支は１億７，７９５万

２，０００円の黒字となります。 

 次に、主要財務比率につきましては、経常収支比率が前年度より３ポイント上昇し、８８．４％

となり、実質公債費比率は前年度より１．１ポイント下降し、６．１％となりました。 

 （２）歳入ですが、決算額は前年度に比べ１億１，４０４万２，０００円増額の３６億

５，５００万７，０００円となっておりますが、そのあらましは意見書に示すとおりであります。 

 なお、平成２９年度においては、一般会計の町税等で１４６万４，０００円の不納欠損処理がな

されております。 

 （３）歳出決算額は、前年度に比べ３，８３４万円増額の３３億４，２６０万８，０００円であ

ります。内容については、個々の説明は省略いたしますが、予算現額に対する執行率は８０．４％

であります。 

 次に、（４）財政援助団体監査でありますが、本年度は京都府北部地域連携都市圏振興社伊根地

域本部、伊根町ふるさと振興公社、伊根町社会福祉協議会への現地監査を実施いたしました。平成

２９年度の町からの委託事業を中心に監査を実施しました結果、委託金及び補助金は適切に処理を

されておりました。 

 次に、第２、特別会計、（１）国民健康保険特別会計、①事業勘定ですが、歳入総額３億

５，７５０万２，０００円、歳出総額３億５，６９４万９，０００円で、差し引き５５万

２，０００円を翌年度へ繰り越すものであります。 

 ②伊根診療所、③本庄診療所勘定については、意見書に記載のとおりでございますが、伊根診療

所につきましては、３カ年連続して一般会計からの繰り入れはございませんでした。 

 （２）簡易水道特別会計は、歳入総額１億５３９万４，０００円、歳出総額１億５２６万円で、

差し引き１３万３，０００円を翌年度へ繰り越すものであります。 

 （３）下水道事業特別会計は、歳入総額１億５２２万９，０００円、歳出総額１億５１９万

３，０００円で、差し引き３万６，０００円を翌年度に繰り越すものです。 

 次に、（４）財産区特別会計、（５）介護保険特別会計、（６）訪問看護事業特別会計、（７）

後期高齢者医療特別会計については、意見書記載のとおりでありまして、特に申し上げることはご

ざいません。 

 次に、第３、基金の運用状況等でございますが、平成２９年度末における伊根町が保有する基金
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の運用状況、有価証券、出資、出損金による件については、いずれも相違ないことを認めました。 

 平成２８年度末全基金の残高は２７億６８９万３，１８３円で、平成２９年度中に３億

８，２８６万６，９３１円の積み増しと６億３，１８４万４，４９６円の取り崩しにより、平成

２９年度末基金の残高は２４億５，７９１万５，１４８円となっております。 

 第４、審査の個別的意見でありますが、（１）記載残高については、全会計を通じての記載残高

は５７億９，５０４万１，０００円で、前年度末より９，８９４万４，０００円の増額となりまし

た。 

 主なものは、一般会計では町道改良事業、伊根漁港海岸保全等で、１億８，６９０万

７，０００円の増額となり、特別会計では８，７９６万２，０００円の減額となっております。 

 （２）財産の管理等については、財産登記について専門の職員を引き続き雇用することにより、

平成２９年度は未登記物件６１件を処理されており、高く評価をするものであります。今後も財産

管理の面から重要でありますので、引き続きその進捗に努力されたいと存じます。 

 （３）収入未済額の徴収についてであります。 

 全会計における収入未済額は次表のとおりでありますが、実質的な収入未済額は前年度末より増

加をしております。保育所運営負担金、住宅使用料、介護保険料、後期高齢者医療保険料では

１００％収納が達成され、くらしの基金貸付金、簡易水道使用料及び手数料、下水道使用料及び手

数料については収納率に改善が見られましたが、町税、国民健康保険税については収納率が下がっ

ております。 

 税及び使用料の持つ負担の公平性を確保する観点から、納期限内納付及び自主納付の向上に取り

組むとともに、収入未済額の減少に向け、関係各課との連携調整と連携を密にし、積極的な収納業

務に努められたいと存じます。 

 第５、総括とありますが、平成２９年度決算の起債現在高は前年度と比較して９，８９４万

４，０００円増加をしておりますが、町道改良等によるものであります。 

 基金は２億４，８９７万８，０００円の減額でありますが、定住促進住宅の建設、災害復旧等に

よるものであります。 

 施政方針に掲げた施策を推進し、多くの成果を上げられたことを高く評価するもので、積極的に

行財政運営に取り組んでこられた結果であり、敬意を表するとともに、全般的に堅実で良好な決算

と判断をいたしました。 

 今後も人口の減少、国の施策等により、引き続き地方交付税の減額が見込まれることから、財政

運営は厳しい状況が続くと推測されますので、持続可能な町政運営のためにも財政基盤の強化に努

められるとともに、各施策、事業の緊急性、必要性等も見きわめた上で、限られた財源の重点配分

と効率的、効果的な支出に工夫を重ねられたいと存じます。 

 また、国・府の制度を活用して、町内で不足していると考えられる福祉、水産、観光などの人材

確保に努めるとともに、町民ニーズに対応したよりよいサービスの適用と福祉の向上及び災害に強

いまちづくりに努められたいと存じます。 

 本町の目指す「ひとが活き生き」の実現に向けて、第５次伊根町総合計画を着実に推進し、次代

に誇りを持ってつなぐことのできるまちづくりを強く期待するものであります。 

 以上でございます。 

○議長（泉 敏夫君） 以上で、平成２９年度伊根町歳入歳出決算審査報告を終わります。 

 なお、平成２９年度伊根町歳入歳出決算については、９月６日、あすの全員協議会で決算付属書

について細部説明を行いますので、よろしくお願いします。 

 ここで、１０時２５分まで休憩を行います。１０時２５分再開、よろしくお願いします。 

休憩 １０時１６分 

再開 １０時２４分 

○議長（泉 敏夫君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

◎ 日程第６ 議案第４４号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第６、議案第４４号 平成３０年度伊根町一般会計第３回補正予算を
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議題とします。 

 提出者の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第４４号 平成３０年度伊根町一般会計第３回補正予算でございます。 

 補正予算書１ページをお願い申し上げます。 

 歳入歳出予算総額に３，２７１万２，０００円を追加し、２９億７，１００万４，０００円とす

るものでございます。 

 ２、３ページをごらんください。歳入でございます。 

 １０款１項地方交付税３，４７８万８，０００円の増額です。今年度の普通交付税は、１２億

５，８７２万３，０００円と決定をいたしました。前年度が１２億６，００９万３，０００円でご

ざいますので、前年度対比１３７万円、０．１１％の減でございます。 

 １２款分担金及び負担金 １項分担金６０万円の増額。 

 １４款国庫支出金 ２項国庫補助金５５万円の増額は、マイナンバー制度導入に関する調査事業

に対する補助金でございます。 

 １５款府支出金 ２項府補助金３９万５，０００円の増額は、地域包括ケア総合交付金の増額な

どでございます。 

 ２０款諸収入 ４項雑入１０６万円の増額は、７月豪雨災害に対する見舞金でございます。京都

銀行さんが５０万円、京都府町村会５０万円、京都府町村議会議長会３万円、東京丹後人会３万円

でございます。 

 ２１款１項町債４６８万１，０００円の減額は、臨時財政対策債の額が確定したことによるもの

でございます。 

 ４ページ、５ページをお願いいたします。 

 次に、歳出についてでございますが、今回は４月の人事異動に伴う人件費の整理を行っておりま

すので、その部分については説明を省略いたします。 

 １款１項議会費、１９２万４，０００円の減額です。 

 ２款総務費 １項総務管理費１，４０４万円の増額は、一般管理費で庁舎エアコンの修繕費など

を計上したほか、文書広報費で防災無線戸別受信機の追加購入経費、自治振興費で野村区、越山区、

平田区の集会所整備補助を計上したことなどが主なものでございます。 

 ２項徴税費、２８３万８，０００円の減額です。 

 ３項戸籍住民基本台帳費１０９万５，０００円の増額は、マイナンバー情報と戸籍情報の文字を

統一するため、戸籍総合システムの不適合文字を抽出するための業務委託費を計上したことなどに

よるものでございます。 

 ６項監査委員費３万円の増額は、監査委員の研修費用でございます。 

 ３款民生費 １項社会福祉費２０４万３，０００円の増額は、在宅看取り研修会が地域包括ケア

推進交付金の対象事業となる見込みとなったために計上したほか、高額療養費の制度改正によるシ

ステム改修費などでございます。 

 ２項児童福祉費１４４万７，０００円の減額は、職員人件費のほか、乳児の途中入園に対応する

ため、非常勤保育士の増員、トイレの洋式化の工事請負費を計上したものなどでございます。 

 ３項国民年金費、２３５万３，０００円の減額です。 

 ４款衛生費 １項保健衛生費７２万３，０００円の増額は、国内での麻疹患者の増加により、児

童に接する職員の予防接種が推奨されたため、保健センター等関係職員の抗体検査、予防接種費用

を計上したほか、新生児聴覚検査助成制度を新たに設けるための予算を計上しております。 

 ２項清掃費１２９万２，０００円の増額です。 

 ６款農林水産業費 １項農業費７４２万７，０００円の減額は、職員人件費のほか７月豪雨災害 

で被災した農業機械の修繕経費や資材、機器購入費のほか、生産基盤施設修繕に支援を行うものな

どでございます。 

 ３項水産業費５８４万５，０００円の増額は、漁港施設の舗装箇所や水路などで傷みの激しいも

のの修繕工事費を計上したものなどでございます。 

 ７款１項商工費８万２，０００円の減額。 
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 ８款土木費 １項土木管理費１１９万８，０００円の増額は、昨年度末の退職者の補充ができて

いないための非常勤職員賃金などでございます。 

 ２項道路橋りょう費、４６６万１，０００円の増額。 

 ３項河川費２００万円の増額は、本庄上地区の急傾斜地崩壊対策事業の京都府に支出する地元負

担金でございます。 

 ９款消防費 １項消防費４５７万５，０００円の増額は、井室消防車庫のホースリフトと消防艇

庫の船台修繕、湯の山地区の消火栓の支障移転工事のほか、災害見舞金を油事故等災害対策基金に

積み立てるものなどでございます。 

 次に、６、７ページをごらんください。 

 １０款教育費 １項教育総務費７７３万７，０００円の増額。 

 ２項小学校費８９万６，０００円の増額は、伊根小学校体育館の音響設備の更新でございます。 

 ３項中学校費２９万２，０００円の増額は、スクールバスのエアコン修繕費でございます。 

 ４項社会教育費２３５万６，０００円の増額は、朝妻地区公民館、ほっと館、筒川文化センター

のエアコン改修工事費などの計上でございます。 

 次に、８、９ページをごらんください。 

 第２表、地方債の補正でございます。 

 歳入のところでも申し上げましたが、変更の臨時財政対策債は算定により額が確定したため、当

該額に合わせての減額でございます。 

 細部につきましては、担当課長等からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うお願いを申し上げます。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 議案第４４号 平成３０年度伊根町一般会計第３回補正予算について

説明（各担当課長説明記載省略） 

○議長（泉 敏夫君） これから質疑を行います。５番、山根朝子議員。 

○５番（山根朝子君） ２７ページの母子保健事業で、新生児聴覚検査の補助金が補正に上がって

いてよかったなと思うんですけれども、これは町の補助額というのは、１人当たり全額補助なのか

どうか。それと、何人を予算計上されているのかお願いします。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 定額補助としまして、１人２，０００円の８名分を計上しており

ます。 

○議長（泉 敏夫君） ５番、山根朝子議員。 

○５番（山根朝子君） すみません。どこかで、お子さまたんじょう祝金ですか、そのときに

１２名を１５名に補正されていたと思うんですけれども、１５名分でないとだめなんじゃないです

か。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 聴覚検査につきましては、９月の補正後の出生から対象というこ

とに考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はございませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わりま

す。 

 これから議案第４４号 平成３０年度伊根町一般会計第３回補正予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。原案のとおり可決

されました。 

 

◎ 日程第７ 議案第４５号 
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○議長（泉 敏夫君） 日程第７、議案第４５号 平成３０年度伊根町国民健康保険特別会計第

１回補正予算を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第４５号 平成３０年度伊根町国民健康保険特別会計第１回補正予算

についてでございます。 

 ４１ページをお願いいたします。 

 事業勘定の歳入歳出予算総額に４２０万６，０００円を追加し、３億２，５３４万９，０００円

とするものでございます。 

 ４２、４３ページをお願いいたします。歳入です。 

 １０款繰入金 ２項基金繰入金、４２０万６，０００円の増額です。 

 ４４、４５ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 １１款諸支出金 １項償還金及び還付加算金４２０万６，０００円の増額は、過年度分の精算に

よるものでございます。 

 担当課長からの細部説明については省略させていただきますが、ご審議の上、ご可決賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長（泉 敏夫君） これから質疑を行います。質疑なしと認めます。これで質疑を終わりたい

と思います。 

 質疑がないようでありますので、討論を省略し、本案について直ちに採決したいと思いますが、

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。 

 これから議案第４５号 平成３０年度伊根町国民健康保険特別会計第１回補正予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第８ 議案第４６号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第８、議案第４６号 平成３０年度伊根町簡易水道特別会計第１回補

正予算を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第４６号 平成３０年度伊根町簡易水道特別会計第１回補正予算につ

いてでございます。 

 ５５ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算総額に４７１万１，０００円を減額し、１億４，６０６万円とするものでございま

す。 

 ５６、５７ページをお願いいたします。歳入でございます。 

 ５款繰入金 １項他会計繰入金、１８万９，０００円の増額です。 

 ８款１項町債４９０万円の減額は、事業費の変更によるものでございます。 

 ５８、５９ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 １款総務費 １項総務管理費、２０万２，０００円の増額です。 

 ２款衛生費 １項簡易水道改良費４９１万３，０００円の減額は、遠隔監視システムの簡易水道

分と下水道分の割合の精査によって、簡易水道分を減額するものでございます。 

 ６０、６１ページをごらんください。 

 第２表、地方債の補正でございます。事業費の変更による限度額の減額変更でございます。 

 細部につきましては担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 議案第４６号 平成３０年度伊根町簡易水道特別会計第１回補正

予算について説明（担当課長説明記載省略） 
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○議長（泉 敏夫君） これから質疑を行います。質疑がないようでありますが、これで質疑を終

わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第４６号 平成３０年度伊根町簡易水道特別会計第１回補正予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第９ 議案第４７号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第９、議案第４７号 平成３０年度伊根町下水道事業特別会計第１回

補正予算を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第４７号 平成３０年度伊根町下水道事業特別会計第１回補正予算に

ついてでございます。 

 ７１ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算総額に５０１万２，０００円を追加し、１億２，３４３万６，０００円とするもの

でございます。 

 ７２、７３ページをお願いいたします。歳入でございます。 

 ６款繰入金 １項他会計繰入金１１万２，０００円の増額です。 

 ９款１項町債４９０万円の増額は、事業費の変更によるものでございます。 

 ７４、７５ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 １款総務費 １項総務管理費９万９，０００円の増額です。 

 ２款施設整備費 １項漁業集落排水事業費４９１万３，０００円の増額は、遠隔監視システムの

簡易水道分と下水道分の割合の精査によって、下水道分を増額するものでございます。 

 ７６、７７ページをお願いいたします。 

 第２表、地方債の補正です。事業費の増額による限度額の変更でございます。 

 細部につきましては担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 議案第４７号 平成３０年度伊根町下水道事業特別会計第１回補

正予算について説明（担当課長説明記載省略） 

○議長（泉 敏夫君） これから質疑を行います。質疑ございませんか。質疑がないようでありま

すが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第４７号 平成３０年度伊根町下水道事業特別会計第１回補正予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１０ 議案第４８号 
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○議長（泉 敏夫君） 日程第１０、議案第４８号 平成３０年度伊根町介護保険特別会計第１回

補正予算を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第４８号 平成３０年度伊根町介護保険特別会計第１回補正予算につ

いてでございます。 

 ８７ページをお願いいたします。 

 保険事業勘定の歳入歳出予算総額に２０８万２，０００円を追加し、４億１，９９４万

４，０００円とするものでございます。 

 ８８、８９ページをお願いいたします。 

 １０款繰入金 １項一般会計繰入金５８万７，０００円の増額。 

 １１款１項繰越金１４９万５，０００円の増額でございます。 

 ９０、９１ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 ５款地域支援事業費 ３項包括的支援事業任意事業費５８万７，０００円の増額。 

 ８款諸支出金 １項償還金及び還付加算金１４９万５，０００円の増額は、過年度分の精算によ

るものでございます。 

 担当課長からの細部説明については省略させていだきますが、ご審議の上、ご可決賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（泉 敏夫君） これから質疑を行います。質疑がないようでありますが、これで質疑を終

わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第４８号 平成３０年度伊根町介護保険特別会計第１回補正予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１１ 議案第４９号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第１１、議案第４９号 伊根町職員の退職管理に関する条例の制定に

ついてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第４９号 伊根町職員の退職管理に関する条例の制定についてでござ

います。 

 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行により、国家公務員に準じた

職員管理を行うための改正でございます。 

 細部につきましては担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 議案第４９号 伊根町職員の退職管理に関する条例の制定について説

明（担当課長説明記載省略） 

○議長（泉 敏夫君） これから質疑を行います。３番、濱野茂樹議員。 

○３番（濱野茂樹君） こちらの地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律につ

いては、平成２８年４月１日から施行されていると思います。この該当する方が退職されたのは、

ことしの３月だというふうに思うわけなんですが、本条例案の提案がきょうまで遅れた理由という

のは何かあるのか。また、これについて条例の制定は該当者がいなかったから、必要性がなかった

ということで制定をしなかったのか、そのあたりについて説明を求めます。 
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○議長（泉 敏夫君） 鍵総務課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいま濱野議員がご指摘いただきましたとおり、これまで本町の退

職者につきましては、ほぼほぼ民間企業に就職される方がいらっしゃいませんでした。こういった

あたりから、このあたりの条例の制定の必要性を認めておりませんでした。同じく濱野議員が指摘

されていましたように、そういった職員が出てまいりましたところから、この条例の制定の必要性

を検討し、ここで提案させていただくという判断に至ったものでございます。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹議員。 

○３番（濱野茂樹君） であれば、３月定例会とか６月定例会で提案ということも可能だったんで

はないかなというふうに思います。 

 また、第３条のいわゆる再就職情報の届け出条文でございますが、本条文に規定する任命権者と

いうのは誰を指すのか。また、第４条の条文の句読点の違いが３条と見受けられます。この辺につ

いての説明をお願いいたします。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 執行機関の任命権者でございますので、町長部局であれば町長、教育

委員会部局であれば教育長となります。そのほかに、現在、国家公務員同様の想定でございますの

で、町の直近下位の内部組織の長であります課長と、具体的には教育委員会部局であれば教育次長

ということになります。 

 句読点の違いにつきましては、ちょっと私のほうでなぜそうなのかということにつきましては、

直ちにお答えすることができないんですけれども、おそらく準則に従った形でさせていただいてお

ったので、この形になったかとは思うんですけれども、ちょっと詳細につきまして、どこでしょう。 

 大変申しわけございません。失礼いたしました。 

 句読点がいわゆる読点でなくてカンマになっているというご指摘でございますね。ちょっと点検

誤りといいますか、点検漏れでございます。大変申しわけございません。ちょっと時間をいただい

て訂正させてもらえますか。 

 では、用意いたしまして、あした配付をさせていただきます。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹議員。 

○３番（濱野茂樹君） この条例なんですけれども、他市町村の条例なり京都府の条例のほうを見

させていただきました。京都府のほうでは、趣旨のところで地方公務員法第３８条の６第２項の後

に、第６５条の過料規定、こちらの文言も入っておりました。また、もちろんそれについての罰則

規定も、この条例の中で記載がされておりました。本町のこの条例を見ておりますと、罰則規定が

ないわけです。これについての考えはどうなのかということを説明求めます。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 罰則規定につきましては、法のほうにあるということでよいのかなと

いうふうに思っておりまして、こちらは条例で定めなければならないことというところを、法のほ

うが規定しておるところを定めたという理解でおります。 

○議長（泉 敏夫君） 濱野議員、よろしいですか。 

 ほかにご質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を終わりたいと思いま

すが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はございませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わりま

す。 

 これから議案第４９号 伊根町職員の退職管理に関する条例の制定についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立多数。したがって、本案は原

案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１２ 議案第５０号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第１２、議案第５０号 伊根町印鑑条例の一部改正についてを議題と
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します。 

 提出者の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第５０号 伊根町印鑑条例の一部改正についてでございます。 

 総務省通知に基づき、性同一性障害等性的少数者の人権に配慮し、印鑑登録証明書の性別欄を廃

止するための改正でございます。 

 細部につきましては担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（泉 敏夫君） 石野課長。 

○住民生活課長（石野 靖君） 議案第５０号 伊根町印鑑条例の一部改正について説明（担当課

長説明記載省略） 

○議長（泉 敏夫君） これから質疑を行います。質疑ございませんか。４番、松山義宗議員。 

○４番（松山義宗君） 一部改正はいいんですけれども、伊根町の中で対象となられるような方と

いうのは把握されているんですか。 

○議長（泉 敏夫君） 石野課長。 

○住民生活課長（石野 靖君） 調査をしておりませんので、把握もしておりません。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑

を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はございませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わりま

す。 

 これから議案第５０号 伊根町印鑑条例の一部改正についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１３ 議案第５１号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第１３、議案第５１号 伊根町過疎地域自立促進市町村計画の変更に

ついてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第５１号 伊根町過疎地域自立促進市町村計画の変更についてでござ

います。 

 過疎対策事業債の対象事業を追加するための変更でございます。上下水道の遠隔監視システムや

蒲入地区の消防車庫建設事業など、６事業を加えるものでございます。 

 細部につきましては担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますようお

願い申し上げます。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 議案第５１号 伊根町過疎地域自立促進市町村計画の変更について説

明（担当課長説明記載省略） 

○議長（泉 敏夫君） これから質疑を行います。４番、松山義宗議員。 

○４番（松山義宗君） この変更の中に滞在型体験観光まちづくり事業というのがあるんですけれ

ども、これはたしか１００％を補助金で全てが賄えるという話だったと思うんですが、仮に資金調

達のためにやっているということでよろしいんですか。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 予算説明時にもご説明させていただいたと思っておりますが、

５０％の額の補助金、残りは起債でという説明をさせていただいたというふうに認識しております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑

を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はございませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わりま

す。 

 これから議案第５１号 伊根町過疎地域自立促進市町村計画の変更についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１４ 議案第５２号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第１４、議案第５２号 平成３０年度伊根漁港海岸保全施設整備工事

請負契約の締結についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第５２号 平成３０年度伊根漁港海岸保全施設整備工事請負契約の締

結についてでございます。 

 今年度の海岸保全工事の契約締結でございます。工事区間は西平田地区の一部でございます。契

約の締結に当たり、議会の議決を付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第２条の規

定により、議決を求めるものでございます。 

 細部につきましては担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 議案第５２号 平成３０年度伊根漁港海岸保全施設整備工事請負

契約の締結について説明（担当課長説明記載省略） 

○議長（泉 敏夫君） これから質疑を行います。質疑ございませんか。質疑がないようでありま

すが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで討論を省略します。 

 これから議案第５２号 平成３０年度伊根漁港海岸保全施設整備工事請負契約の締結についてを

採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１５ 議案第５３号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第１５、議案第５３号 災害復旧事業の施行についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第５３号 災害復旧事業の施行についてでございます。 

 ７月豪雨災害で被災した農地、農業用施設の災害復旧事業を行うため、土地改良法第９６条の

４の規定で準用する同法第８７条の５の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 細部につきましては担当課長からご説明申し上げますので、ご審議の上、ご可決賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 議案第５３号 災害復旧事業の施行について説明（担当課長説明

記載省略） 

○議長（泉 敏夫君） これから質疑を行います。質疑ございませんか。質疑がないようでありま

すが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案について討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第５３号 災害復旧事業の施行についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本案

は原案のとおり可決されました。 

 

◎ 日程第１６ 議案第５４号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第１６、議案第５４号 公平委員会委員の選任についてを議題としま

す。 

 提出者の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第５４号 公平委員会委員の選任についてでございます。 

 現職の委員１名が平成３０年９月３０日付で任期満了となることから、引き続き山田敏和氏を公

平委員会委員に選任するため、議会の同意を求めるものでございます。 

 人事案件であり、担当課長等からの細部説明につきましては省略をさせていただきますが、ご審

議の上、ご同意賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（泉 敏夫君） お諮りします。本案は人事案件でありますので、討論を省略し、直ちに採

決に入りたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第５４号 公平委員会委員の選任についてを採決します。 

 本件はこれに同意することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本件は同意

することに決定しました。 

 

◎ 日程第１７ 議案第５５号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第１７、議案第５５号 教育委員会委員の任命についてを議題としま

す。 

 提出者の説明を求めます。吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 議案第５５号 教育委員会委員の任命についてでございます。 

 現職の委員１名が平成３０年９月３０日付で任期満了となることから、引き続き小南栄作氏を教

育委員会委員に任命するため、議会の同意を求めるものでございます。 

 人事案件であり、担当課長等からの細部説明については省略させていただきますが、ご審議の上、

ご同意賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（泉 敏夫君） お諮りします。本件は人事案件でありますので、討論を省略し、直ちに採

決に入りたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

 これから議案第５５号 教育委員会委員の任命についてを採決します。 

 本件はこれに同意することに賛成の方は起立願います。起立全員です。したがって、本件は同意

することに決定しました。 

 

◎ 散  会 

○議長（泉 敏夫君） 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 坂中代表監査委員には大変お忙しいところご出席いただきまして、まことにありがとうございま

した。 
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 なお、あすの９月６日木曜日、全員協議会は午前９時３０分から開催しますので、よろしくお願

いいたします。 

 皆さん、大変ご苦労さまでした。 

散会 １１時５０分 


